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平成 25 年度　全国学力・学習状況調査について

平成 25 年 4 月に，中学校第 3 学年の全生徒を対象とした標記の調査が行われました。全生徒を対象と
するのは 4 年ぶりとなります。出題は，従前と同様，主として「知識」に関する問題を中心とした「数学 A」
と，主として「活用」に関する問題を中心とした「数学 B」で行われたところです。それぞれの平均正
答率は，前者が 64.3%，後者が 42.4% で，今回の調査についても「数学 B」の平均正答率は低くなりま
した。
国レベルの分析では，この調査問題「数学 A」と「数学 B」の正答数の相関は強い (相関係数 0.822) 
ととらえることができます。また，その分布状況から，「「数学 B」の正答数の多い生徒は，「数学 A」の
正答数も多い。「数学 A」の正答数の多い生徒は，「数学 B」の正答数において広く分布している」とし
ています。これらのことは，基礎的な知識・技能の習得は必要ですが，それだけでそれらを「活用」で
きるということではなく，学んだ基礎的な知識･技能を「活用」するという活動を通して，それらが確実
に定着するということを意味しています。数学的活動の充実が求められている今日，指導者はこのこと
に十分留意する必要があります。
「数学 A」で，もっとも正答率の低かったのは，「関数の意味」を理解しているかどうかを問う問題で
した (13.8%)。また，資料の活用に関する問題は，低い正答率 (平均正答率は，「数と式」73.4%，「図形」
65.2%，「関数」59.3%，「資料の活用」47.4%) にとどまり，特に，「確率の意味」や「ヒストグラムの意味」
の理解が十分ではありませんでした。いずれも知識を中心に問う問題ですが，日頃の学習が，意味や意
義を「わかること」よりも，「できること」に焦点が当たっていることや，具体の場面を大切にした観察，
実験，調査などを取り入れた学習には至っていないことを示しています。
一方「数学 B」の問題では，グラフを読み取って特徴を説明したり (正答率 25.5%)，事象を式にあら

わしたものが正しいことを説明したり (正答率 25.3%) するなど，一定の事柄が成り立つ理由や予想した
事柄を数学的な表現を用いて説明することなどに課題が見られました。また，説明の記述を求められる
問題では，無解答率が 4 割を超えているものもありました。
このような中学生の学力の状況を踏まえ，日々の学習活動を充実させることが課題となっています。

前述しましたように，学習指導要領では数学的活動の一層の充実を求めていますが，特に，学ぶ必要性
や意義を大切にし，生徒が主体的に考え判断し，数学的に説明することが生まれるような場面を構成す
ることが求められています。啓林館教科書では，このことも踏まえ，生徒が数学的活動を楽しく行うこ
とができるよう各節の最初に「学習のとびら」として観察，実験，調査などの活動を取り入れるとともに，
本文では，「みんなで話しあってみよう」「自分のことばで伝えよう」などの生徒同士が相互に表現する
場面を設定していますので，それぞれの場面での教科書の活用を期待したいところです。
本冊子は，学力調査問題と啓林館教科書の記述内容とを関連づけて，問われている学力の向上は，教

科書に沿った指導を充実させることで可能であることを示しています。この冊子を，学力調査で明らか
となった課題の克服に生かしていただければと思います。また，学力調査の出題の趣旨と問題との関係
を読み取り，学習指導要領の目標や内容に沿って適切に評価する方法について考える研修の資料として
も活用してください。

啓林館教科書編集委員会

参考資料
『平成 25 年度全国学力・学習状況調査報告書　中学校 数学』2013. 文部科学省，国立教育政策研究所
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問題A　主として「知識」に関する問題

1　分数の乗法の計算・正の数と負の数とその計算
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

1 1 8%*4# を計算する 分数の乗法の計算ができる 数と式
(小学校 6 年) 技能 短答

◎教科書との関連
1 1 年 p.36　正の数・負の数「分数をふくむ乗除」で，負の数をふくむ分数*分数の計算の仕方を示しています。
　 1 年 p.219　数学広場「算数から数学へ」で，分数の乗法の計算の仕方を示しています。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

1
2 5*(4-7)を計算する (　) を含む正の数と負の数の計算がで

きる 数と式 技能 短答

3
四則計算のうち，整数の範囲で閉じて
いない計算を選ぶ

数の集合と四則計算の可能性について
理解している 数と式 知・理 選択

4
東京の時刻を基準にして，東京とカイ
ロの時差を表す

正の数と負の数の意味を，実生活の場
面に結び付けて理解している 数と式 知・理 短答

◎教科書との関連
2 1 年 p.41　正の数・負の数「かっこがある式の計算」で，その計算の仕方を示しています。
3　 1 年 p.43-44　正の数・負の数「数の世界のひろがりと四則計算」で，数の集合と四則計算の可能性を取り上げ
ています。

4 1 年 p.15-16　正の数・負の数「正の数・負の数で量を表すこと」，p.30　数学展望台「琵琶湖の水位」で，身
近な山の高さや海の深さなどを例にとって，正の数・負の数についての理解を深めています。

  1 年 p.252-253　数学広場「時差の求め方」で，時差の表し方を取り上げています。
    身近な例から，ある基準の量からの増減や過不足を正の数・負の数を使って表すことを学び，数学が日常
生活と関連があることを知らせ，計算の意味を考えられるようにします。

▼ 1 年 p.36 ▼ 1 年 p.219
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2　文字式の計算とその利用
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

2 1 2(5x+9y)-5(2x+3y) を計算する 整式の加法と減法の計算ができる 数と式 技能 短答

◎教科書との関連
1  2 年 p.17-18　式の計算「かっこがある式の計算」
で，分配法則を使ってかっこをはずして計算する
仕方を示しています。

▼ 1 年 p.41 ▼ 1 年 p.44

▼ 2 年 p.17

▼ 1 年 p.252-253
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◎教科書との関連
2　 1 年 p.52　文字の式「文字式の表し方」で，長方形の周の長さを文字を使って表すときの表し方を示しています。
また，p.55「式の意味」，p.69「関係を表す式の意味」で，式の表す意味について示し，p.72「章末問題」 3 では
直方体に関する問題を扱っています。

3 1 年 p.54-55　文字の式「文字式と数量」で，数量を式に表す表し方について示しています。
  1 年 p.71　「基本のたしかめ」❸ 2で，単位量を式に表す問題を扱っています。
  2 年 p.23-26　式の計算「文字式の利用」で，数量の関係を文字式で表すことを示しています。

◎誤答の例と指導のポイント

3 a
b (g) … 1g の長さを表す式を求めている。

    1m の重さは (重さ)/(長さ) という式で表されることをことばの式で確認し，文字式で表すとどうなるか
を考えさせるとよいでしょう。

◎教科書との関連
4  1 年 p.78-79　方程式「等式の性質」で，まとめた等式の性質を使って方程式を解く問題を扱い，p.93「基本の
たしかめ」❷で，等式の性質のどれを使用して式変形しているかを問う問題を扱っています。

  2 年 p.26　式の計算「等式の変形」で，等式を文字について解く変形の仕方について示しています。

▼ 1 年 p.55 ▼ 1 年 p.72

▼ 1 年 p.71

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

2
2

縦 a，横 b の長方形において，
2(a+b) が表す量を選ぶ

与えられた文字式の意味を，具体的な
事象の中で読み取ることができる 数と式 技能 選択

3
am の重さが bg の針金の 1m の重さ
を，a，b を用いた式で表す

数量の関係や法則などを文字式で表す
ことができる 数と式 技能 短答

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

2 4
等式 2x+3y=9 を y について解く際
に用いられている等式の性質を選ぶ

等式をある文字について解く際に用い
られている等式の性質を理解している 数と式 知・理 選択
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    等式をある文字について解く際に，移項などを形式的に行うだけでなく，式変形が等式の性質を根拠とし
ていることを確認するとよいでしょう。

3　方程式の解き方とその利用
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

3 1 3x+7=9 を解く 簡単な一元一次方程式を解くことがで
きる 数と式 技能 短答

◎教科書との関連
1　 1 年 p.80　方程式「移項して方程式を解く①」
で，数の項を右辺に移項して解く解き方を示し
ています。

▼ 1 年 p.78

▼ 1 年 p.93

▼ 1 年 p.80

▼ 2 年 p.26
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問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

3
2

2x+y=6 の解となる x，y の値の組
を選ぶ

二元一次方程式の解の意味を理解して
いる 数と式 知・理 選択

3
数量の関係を連立二元一次方程式で表
す

具体的な事象における数量の関係を捉
え，連立二元一次方程式をつくること
ができる

数と式 技能 短答

◎教科書との関連
2 2 年 p.32　連立方程式「連立方程式とその解」で，二元一次方程式の解について示しています。
  また，p.67　一次関数「一次関数と方程式」で，方程式のグラフの導入として，二元一次方程式の解を求めてい
ます。

3 2 年 p.42　連立方程式「連立方程式の利用」で，連立方程式をつくる手順を示しています。

▼ 2 年 p.32 ▼ 2 年 p.42
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4　拡大図・角の二等分線の作図・回転移動
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

4 1 長方形の 2 倍の拡大図をかく 与えられた図形の拡大図をかくことが
できる

図形
(小学校 6 年) 技能 短答

◎教科書との関連
1 小学校わくわく算数 6 上 p.76-82 で拡大図と縮図のかき方について学習しています。
  3 年 p.107　図形と相似「同じ形の図形をかこう」で，相似な図形の導入として，拡大図を作図しています。

▼ 3 年 p.107▼ 啓林館わくわく算数 6 上 p.76

▼ 啓林館わくわく算数 6 上 p.82
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問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

4
2

角の二等分線の作図の根拠となる対称
な図形を選ぶ

角の二等分線の作図の方法を，図形の
対称性に着目して見直すことができる 図形 知・理 選択

3

£ABC を，点 C を回転の中心として時
計回りに回転移動して £DEC にぴっ
たり重ねたとき，回転角の大きさを求
める

回転移動の意味を理解している 図形 知・理 短答

◎教科書との関連
2　 1 年 p.140　平面図形「角の二等分線」で，四角形 (ひし形) の対称性を根拠にした角の二等分線の作図の仕方を
示しています。

　 2 年 p.101　図形の調べ方「証明のしくみ」で，対称性という直観的な根拠を論理的におさえ直し，スパイラル
に学習しています。

3 1 年 p.134　平面図形「図形の移動」で，回転移動について学習しています。

◎誤答の例と指導のポイント
3 180º …  対応する頂点や辺の位置関係について理解していません。
    対応する辺や頂点について確認し，回転移動させた角がどこになるかを考えさせるとよいでしょう。

▼ 1 年 p.140 ▼ 1 年 p.134
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5　空間図形
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

5 1
立体の辺を含む直線について，正しい
記述を選ぶ

空間における 2 直線の位置関係を理解
している 図形 知・理 選択

◎教科書との関連
1 1 年 p.162-163　空間図形「2 直線の位置
関係」で，空間内の 2 直線の位置関係につい
て示しています。

 また，p.184「章末問題」 2 1 2で，直方体
から三角柱を切り取った立体で，直線の位置
関係について取り上げています。

▼ 1 年 p.184

▼ 1 年 p.162-163
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問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の領域

評価の
観点

問題
形式

5
2

与えられた見取図から，その立体の投
影図を選ぶ

見取図，投影図から空間図形を読み取
ることができる 図形 技能 選択

3
球と円柱の体積を比較し，正しいもの
を選ぶ 

球の体積を，球がぴったり入る円柱の
体積との関係から理解している 図形 知・理 選択

◎教科書との関連
2 1 年 p.170-171　空間図形「立体の投影図」で，投影図の見方やかき方を示しています。また，p.172　数学展
望台「立体の見取図・展開図・投影図」で，見取図と投影図の見方について示しています。

3 1 年 p.180　ひろげよう「球の体積」，p.182　数学展望台「アルキメデスの発見」で，球と円柱の体積の関係に
ついて示しています。

◎誤答の例と指導のポイント
3 ウ …  円柱と球の体積の関係を公式から導くことができず，およその体積の関係を見取図から量感に基づいて捉

えることもできていません。
    模型を用いたり実験による測定をすることが望ましいですが，p.182「アルキメデスの発見」を取り上げ
たり，「練習問題」 1 に関連して，円柱，球，円錐の体積の比が 3:2:1 になることを示すことにより，立体にひ
そむ不思議さを伝え，興味をもたせることも大切です。

▼ 1 年 p.170-171

▼ 1 年 p.180 ▼ 1 年 p.182
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6　平面図形の基本的な性質
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

6
1

平行線の間の三角形について，その内
角 x，y の和の値を選ぶ

1 組の平行線に直線が交わってできる
角の性質を理解している 図形 知・理 選択

2
五角形のある頂点における外角の大き
さを求める 多角形の外角の意味を理解している 図形 知・理 短答

◎教科書との関連
1 2 年 p.85-87　図形の調べ方 「角と平行線」 で，平行線と同位角・錯角の関係について示しています。また，p.106
「章末問題」 1 1で，平行線の性質を使った問題を扱っています。

    角度を求めるために，平行線の同位角や錯角，三角形の内角・外角などの性質をどのように用いているか
を確認しながら進めるとよいでしょう。

2 2 年 p.89　図形の調べ方「多角形の角」で，内角や外角について，p.91 で多角形の外角の和について説明してい
ます。

◎誤答の例と指導のポイント
2 280º…  外角の大きさを，360º から内角をひいた値であると捉えています。
    外角の意味を確認し，外角を指摘したり，図にかき込んだりするよう指導するとよいでしょう。

▼ 2 年 p.89

▼ 2 年 p.91

▼ 2 年 p.87
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7　証明の根拠・図形の性質を記号で表すこと
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

7

1
証明で用いられている三角形の合同条
件を選ぶ

証明を読み，根拠として用いられてい
る三角形の合同条件を理解している 図形 知・理 選択

2
長方形の対角線の長さが等しいことを，
記号を用いて表す

図形の性質や条件を，記号を用いて表
すことができる 図形 技能 短答

3
与えられた方法で作図された四角形が，
いつでも平行四辺形になることの根拠
となる事柄を選ぶ

平行四辺形になるための条件を理解し
ている 図形 知・理 選択

◎教科書との関連
1 2 年 p.102-103　図形の調べ方「合同条件を使った証明の進め方」で，証明の進め方について示しています。
 p.107「章末問題」 6 で，証明を読む問題を扱っています。
2 1 年 p.128　平面図形「直線と線分」で，線分の長さが等しいことを等号を使って表すことを示しています。
  2 年 p.105「基本のたしかめ」❷で，条件にあてはまる辺を等号を使って表す問題を扱っています。
3 2 年 p.126　図形の性質と証明で，「平行四辺形になる条件」をまとめています。
  また，p.127　「自分の考えをまとめよう」で，平行四辺形のかき方を考え，その理由も答える問題を取り上げて
います。

◎誤答の例と指導のポイント
3 ア・エ … 作図された平行四辺形 ABCD の定義や性質と混同しています。
    作図について話し合う場面を設け，作図された図形の性質と作図の根拠として用いられている条件を明確
に区別できるように指導することが大切です。

▼ 2 年 p.103

▼ 1 年 p.128

▼ 2 年 p.105

▼ 2 年 p.107

▼ 2 年 p.127
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8　証明の必要性と意味
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

8
証明で用いられている図が考察対象の
図形の代表であることについての正し
い記述を選ぶ

証明の必要性と意味を理解している 図形 知・理 選択

◎教科書との関連
　2 年 p.98-101　図形の調べ方「証明とそのしくみ」
で，証明の定義とそのしくみについて示しています。

 2 年 p.114 問 5，p.119「練習問題」 1 で，図をかかせ
る問題を設定し，証明で使われている図は，図の代表
であることを意識させるようにしています。

    「証明」を導入する際，
 ・ 証明はそのことがらが例外なく成り立つことを示す
 ・ 証明をするためにかかれた図は，特定な図ではなく，
すべての図の代表として考えられている図である

 ことを明確にしておきます。

9　関数の意味
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

9 y が x の関数である事象を選ぶ 関数の意味を理解している 関数 知・理 選択

◎教科書との関連
1 1 年 p.98-99，p.122　変化と対応「関数」で，関数の定義を示し，y が x の関数であることを問う問題を扱っ
ています。

◎誤答の例と指導のポイント
　エ  … y=(整数)*x のような式を考えたり，倍数の集合が決まる (x=3 の倍数のとき y= 「3 の倍数」 等) と考え
たと思われます。

    エの誤答については，x=3 のとき y=3，6，9，… とただ 1 つに決まらないことを例を挙げて指導すると
よいでしょう。正答の「整数 x の絶対値 y」は，x=5 の絶対値 y=5，x=-5 の絶対値 y=5 のようにすべての
絶対値 x に対しその絶対値 y はただ 1 つに決まることから，y が x の関数であることを理解できるように指導す
ることが重要です。

▼ 2 年 p.114

▼ 1 年 p.98 ▼ 1 年 p.99

▼ 2 年 p.119
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10　点の座標・比例と反比例の表・式・グラフ
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

10

1 座標平面上の点の座標を求める 座標平面上にある点の位置を，2 つの
数の組で表すことができる 関数 技能 短答

2 比例定数が 3 である比例の式を選ぶ
比例定数が a である比例の式は 
y=ax で表されることを理解してい
る

関数 知・理 選択

3 比例の表からグラフを選ぶ 比例の表とグラフの関係を理解してい
る 関数 知・理 選択

4 反比例 y= 6
x  のグラフを完成する 反比例の式から，グラフをかくことが

できる 関数 技能 短答

◎教科書との関連
1 1 年 p.107　変化と対応「座標」で，座標平面上の点の座標を読み取ったり，点をかき入れる問題を扱っています。
2　 1 年 p.102,104　変化と対応「比例の式」で，比例の関係は y=ax (a は比例定数) の式で表され，x と y の関係
を式に表す問題を示しています。

3 1 年 p.109　変化と対応「比例のグラフ」で，比例のグラフは，原点を通る直線であることを示しています。
 また，2 年 p.66　「自分の考えをまとめよう」で，表・式・グラフの関係をまとめる活動をしています。

4　 1 年 p.116-118　変化と対応「反比例のグラフ」で，y= 6
x  のグラフを例にあげ，反比例のグラフのかき方を

示しています。

▼ 1 年 p.107

▼ 1 年 p.102

▼ 1 年 p.109

▼ 1 年 p.117
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11　一次関数の式と表
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

11
1

一次関数 y=2x-1 について，x の値
が 3 のときの y の値を求める

一次関数の式について，x の値に対応
する y の値を求めることができる 関数 技能 短答

2 一次関数の表から変化の割合を求める 一次関数の表から，変化の割合を求め
ることができる 関数 技能 短答

◎教科書との関連
1 2 年 p.53　一次関数「上空の気温」で，与えられた式に x の値を代入して y の値を求める問題を扱っています。
2 2 年 p.55　一次関数「一次関数の値の変化」で，変化の割合を定義しています。
 さらに，p.56「ひろげよう」で，変化の割合が負の場合も同様に求められることを生徒に自ら確認させ，変化の
割合を求める手順をまとめています。

    変化の割合は x の増加量が 1 のときの y の増加量であることをしっかり押さえておきましょう。

▼ 2 年 p.53

▼ 2 年 p.56

▼ 2 年 p.55
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12　一次関数の利用
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

12 一次関数の事象を式で表す 具体的な事象から，x と y の関係を 
y=ax+b の式で表すことができる 関数 技能 短答

◎教科書との関連
1 2 年 p.54　一次関数「練習問題」 2 ，p.78「基本
のたしかめ」 ❶で，具体的な事象について x と y 
の関係を式に表し，y が x の一次関数であるもの
を選択する問題を取り上げています。

13　二元一次方程式のグラフ
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

13 二元一次方程式 y=3 のグラフを選ぶ 二元一次方程式のグラフの特徴を理解
している 関数 知・理 選択

◎教科書との関連
　　2 年 p.69　一次関数「方程式とグラフ」で，y=3 のグラフを取り上げて示しています。また，p.78「基本のたし
かめ」❺，p.79「章末問題」1で，グラフから y=k のグラフを選択する問題を扱っています。

◎誤答の例と指導のポイント
　ウ  … y=3 のグラフは y 軸に平行な直線であると捉えています。
    点 (-3，3)，(0，3)，(4，3)，… 等はこのグラフ上の点であることを確認し，グラフは点 (0，3) を通り 

x 軸に平行な直線になることを理解させることが重要です。

▼ 2 年 p.54

▼ 2 年 p.69 ▼ 2 年 p.78

▼ 2 年 p.79
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14　平均値の意味・ヒストグラム
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

14
1

生徒 35 人がハンドボール投げを行い，
記録の平均値が 21 m だったことにつ
いて，必ずいえる記述を選ぶ

平均値の意味を理解している 資料の活用 知・理 選択

2
6 月の日ごとの最高気温の分布を表し
たヒストグラムから，ある階級の相対
度数を求める

ヒストグラムから相対度数を求めるこ
とができる 資料の活用 技能 短答

◎教科書との関連
1 1 年 p.206　資料の活用「章末問題」1で，求めた平均値から必ずいえることを選択する問題を扱っています。
2 1 年 p.190　資料の活用「ヒストグラム」で，ヒストグラムをかいたり，読み取ったりしています。また，p.192
　「相対度数」で，相対度数の求め方を示し，p.193 問 6 で，各階級の相対度数を求め，表を完成させる問題を扱っ
ています。さらに，p.204　「調べたことをまとめ，発表しよう」で，資料を相対度数で比べてわかったことにつ
いて述べています。

▼ 1 年 p.206 ▼ 1 年 p.190

▼ 1 年 p.204
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15　確率の意味と求め方
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

15
1

1 枚の硬貨を多数回投げたときの表が
出る相対度数の変化の様子について，
正しい記述を選ぶ

確率の意味を理解している 資料の活用 知・理 選択

2
大小 2 つのさいころを同時に投げると
き，出る目が両方とも 1 になる確率を
求める

簡単な場合について確率を求めること
ができる 資料の活用 技能 短答

◎教科書との関連
1　 2 年 p.138-139　確率「確率の意味」で，2 枚の硬貨やペットボトルのキャップを投げた回数と相対度数のグラ
フから，確率の意味について示しています。

2 2 年 p.147　確率「確率の求め方」で，2 つのさいころを投げたとき，ある目が出る確率についての問題を取り
上げています。

◎誤答の例と指導のポイント
1 エ  … 偶然に左右される事象の起こりやすさの程度を表す数値は一定の値には近づかないと捉えています。
    ある試行を多数回繰り返したときに，ある事象が起こる回数の全体に対するの割合が近づいていく値とし
て，確率の意味を理解できるように指導することが大切です。そのために，観察や実験などの活動を取り入れる
ことが大切です。

▼ 2 年 p.138 ▼ 2 年 p.147
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問題B　主として「活用」に関する問題

1　事象の数学的な解釈と判断（ウォーキング）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

1

1
15 歳の優子さんの安静時心拍数が 80
のときの目標心拍数を求める

与えられた情報を言葉で表された式に
基づいて処理することができる 関数 技能 短答

2
45 歳の優子さんのお父さんとお母さ
んの安静時心拍数の差が 10 のときの，
二人の目標心拍数の差を求める

言葉で表された式の数学的な意味を考
え，事象を式の意味に即して解釈する
ことができる

関数 考え方 短答

3
安静時心拍数が年齢によらず一定であ
るとするときの目標心拍数の変わり方
を選び，その理由を説明する

事象を式の意味に即して解釈し，その
結果を数学的な表現を用いて説明する
ことができる

関数 考え方 記述

◎教科書との関連
1-3 2 年 p.73-77　一次関数「一次関数の
利用」で，身の回りの事象を一次関数を利用
して解決する問題を扱っています。

 2 年 p.180-181　数学広場「二酸化炭素の
排出量」で，お湯をわかすのに，電気ポット
とガスコンロを使う場合の二酸化炭素の排出
量を，一次関数を利用して考察できるような
場面を提示しています。

    日常的な事象について，ことばで表さ
れた式の意味を事象に即して理解し，与えら
れた情報を的確に処理することができるよう
に指導することが必要です。

▼ 2 年 p.75
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2　発展的に考え，予想すること（位を入れかえた数）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

2
1

2 けたの自然数と，その数の十の位の
数と一の位の数を入れかえた数の差が
9 の倍数になる説明を完成する

事柄が成り立つ理由を，示された方針
に基づいて説明することができる 数と式 考え方 記述

2
2 けたの自然数と，その数の十の位の
数と一の位の数を入れかえた数との和
について予想した事柄を表現する

発展的に考え，予想した事柄を説明す
ることができる 数と式 考え方 記述

◎教科書との関連
1 2 2 年 p.23-25　式の計算「文字式の利用」
で，文字を使って整数の性質を明らかにする
内容を取り上げています。

    条件を変えるとどのようなことがいえ
るかを発展的に考える姿勢を身につけるよう
指導していくことが重要です。

▼ 2 年 p.24
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3　日常的な事象の数学化と他事業との関係（水温の変化と気温の変化）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

3

1
水を熱し始めてから 10 分間で上がっ
た温度を求める

与えられた表から情報を適切に選択し，
処理することができる 関数 知・理 短答

2
与えられた表やグラフを用いて，水温
が 80℃ になるまでにかかる時間を求
める方法を説明する

事象を数学的に解釈し，問題解決の方
法を数学的に説明することができる 関数 考え方 記述

3
水を熱した時間と水温と同じように考
えて求められる事象を選ぶ

事象を理想化・単純化して，事柄を数
学的に捉え，他の事象との関係を考え
ることができる

関数 考え方 選択

◎教科書との関連
1　2 2 年 p.73-74　一次関数「一次関数の利用」で，水を熱する実験で得られた数値の関係を一次関数とみなして
考えることを取り上げています。

  また，2 年 p.174-175　数学広場「マグロ漁業」で，資料から必要な情報を適切に選択し，問題を解決する課題
を取り上げています。

    与えられた事象の中から関数関係を見い出すために，与えられた表やグラフから必要な情報を適切に選択
し，処理できるように指導することが大切です。

◎誤答の例と指導のポイント
1 60℃ … 10 分間で上がった温度を 10 分後の温度と誤って捉えたと考えられます。
    問題を的確に捉え，答えるよう指導しましょう。

▼ 2 年 p.73 ▼ 2 年 p.74
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4　証明の方針（平行四辺形の対角線）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

4
1

2 つの辺の長さが等しいことを，三角
形の合同を利用して証明する 方針に基づいて証明することができる 図形 考え方 記述

2
2 つの辺の長さが等しいことを証明す
る際に，根拠として用いる平行四辺形
になるための条件を選ぶ

証明の方針を立てることができる 図形 考え方 選択

◎教科書との関連
1 2 年 p.102-103　図形の調べ方「合同条件を使った証明の進め方」で，仮定から結論を導くための証明の方針を
示しています。また，p.104「自分の考えをまとめよう」では，考え方を例示し，その説明をまとめる場面を設け
ています。さらに，p.126「ひろげよう」，p.133「章末問題」3で，どのような四角形になるか予想する問題を取
り上げています。

5　情報の適切な表現と判断（黄金比）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

5

1
横の長さが与えられた長方形が含まれ
る階級を書く

資料から必要な情報を適切に読み取る
ことができる 資料の活用 知・理 短答

2
まとめ直したヒストグラムの特徴を基
に，学級の生徒が美しいと思う長方形
について新たにわかることを説明する

資料の傾向を的確に捉え，事柄の特徴
を数学的に説明することができる 資料の活用 考え方 記述

3
図 2 のヒストグラムで最も度数の大き
い階級に含まれることになるものを選
ぶ

事象を数学的に解釈することができる 資料の活用 考え方 選択

▼ 2 年 p.102 ▼ 2 年 p.104
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◎教科書との関連
1　2 1 年 p.198　資料の活用「資料の分布と代表値」，p.206「章末問題」2で，ヒストグラムから，平均値・中央値・
最頻値を読み取ったり，条件に合ったヒストグラムを選択する問題を扱っています。 

3 3 年 p.230-231　数学広場「黄金比」で，黄金比について示しています。
    目的に応じて資料の整理の仕方を変えたり，資料からの傾向を読み取って，わかった事柄を数学的に説明
できるようにすることが大切です。

◎誤答の例と指導のポイント
3 イ … 短い辺の長さに対する長い辺の長さの割合を求められなかった生徒や1で与えられている長方形を見て，
その見た目だけで選択した生徒がいると考えられます。

    例えば，コピー用紙や窓，テレビの画面等の身の回りにある長方形の，短い辺の長さに対する長い辺の長
さの割合を求め，多くの生徒が美しいと感じる長方形になっているものを探す活動を取り入れるとよいでしょう。

▼ 1 年 p.198

▼ 3 年 p.230-231

▼ 1 年 p.206
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6　事象を多面的に見ること（碁石の総数）
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領

の領域
評価の
観点

問題
形式

6

1
1 辺に 5 個ずつ碁石を並べて正三角形
の形をつくったときの，碁石全部の個
数を求める

問題場面における考察の対象を明確に
捉えることができる 数と式 技能 短答

2
碁石全部の個数を求める式 3(n-1) に
対応する囲み方を選ぶ

数学的な結果を事象に即して解釈する
ことができる 数と式 考え方 選択

3
碁石全部の個数を，3(n-2)+3 とい
う式で求めることができる理由を説明
する

事象と式の対応を的確に捉え，事柄が
成り立つ理由を説明することができる 数と式 考え方 記述

◎教科書との関連
1　2 1 年 p.48-50　文字の式「文字を使った式」で，マグネットの個数を文字を使った式に表すことを取り上げて
います。また，p.59「文字式の計算」では，表された文字式から，その考え方を読み取ることを取り上げています。

3 1 年 p.70　文字の式「自分の考えをまとめよう」では，事象に即して説明する例を扱っています。

▼ 1 年 p.50

▼ 1 年 p.70

▼ 1 年 p.59
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